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地下水位‐地盤変動予測モデルによる観測データの再現性検証と地盤物性値の推定
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【要 約】東京大学との共同研究により、地下水位から地盤変動量の観測データを再現する地下水位－地盤変動予測モデルを

構築した。この過程で、台地部の揚水における低地部への影響を考える上で重要な舎人層における つの地盤変動量に関する

観測データの再現と地盤物性値の推定を行った結果、観測データの良好な再現性が確認され、地盤物性値は、各地質区分の不

均質性や地質を構成する地盤材料の粒度特性に応じた透水係数のバラツキを反映した推定値を示した。

 

【目 的】

東京においては、厚い粘土層が分布し、揚水することにより地盤収縮が再発する可能性があり、慎重な地盤沈下解析が不可

欠である。そこで、最新の解析技術を持つ東京大学と共同研究を行い、東京における揚水量－地下水位－地盤変形の関係を精

度よく再現できるシミュレーションモデルの構築に取り組んでいる。令和元年度は、圧密方程式に基づき、ある地点における

地下水位から地盤変動量の観測データを再現する地下水位－地盤変動量予測モデル（以下、予測モデルと称する）を用いて、

東京都建設局土木技術支援・人材育成センターが保有する観測井における地下水位―地盤変動量の観測データ（以下、観測デ

ータ）を再現し得る地盤物性値の探索を行った。

【対 象】

舎人層は多摩地域から区部低地部へと横断しており、広域で揚水が行われている。台地部の揚水における低地部への影響を

考えるとき、これらを横断する舎人層の地層モデル化は重要である。本研究では、舎人層にストレーナ深度を置く５地点の地

下水位観測井を解析対象とし、地盤物性値の推定を試みた。令和元年度に解析対象とした各観測井における地層モデルを図１

のような層序とした。

【方 法】

令和元年度の解析に用いた予測モデルの概要を図２に示した。計算の過程は、①図１に示した５地点において、予測モデル

に各地層モデルの地盤物性値の初期値と地下水位および地盤変動量の観測データを入力する。②地下水位の観測データをもと

に、各地層モデルの地盤変動量の予測計算を行う。③計算結果と地盤変動量の観測データを比較して再現性改善の余地があれ

ば、地層モデルの物性値を設定し直して再度②を行う。④遺伝的アルゴリズムの考え方に基づき、地盤変動量の計算値が観測

データに最も近くなるまで②と③を繰り返して物性値を探索し、地層モデルを構築する。

【結果の概要】

構築した地層モデルを組み込んだ予測モデルにより、地盤変動量の観測データの再現性を確認した。結果について亀戸第2
観測井を例として図３に示す。数㎜程度の範囲で誤差を伴いつつも間隙水圧が回復する時期に地盤変動量が収束に向かい始め

る様子を示しており、予測モデルは地盤変動量の観測データを良好に再現していることが確認できた。地層モデルの物性値の

推定結果（図４）では、同観測井を例にとると、深度全体として初期入力値よりも比較的大きな値側にばらついていた。有楽

町層や七号地層などの各地質区分ごとに透水係数が対応しているかどうかは明確ではなかった。高砂層内で砂層となる深度

-110m以深で透水係数の値が大きな側にばらつきを示し、極端に大きな推定値も出ていた。初期入力値と推定値のこのような

極端な違いの原因については不明であり、今後さらに詳細に検討していく必要性が示された。 

【参考文献】

）高橋ら：東北地方太平洋沖地震直後の東京における不圧・被圧地下水位の変化、第 回土木学会関東支部技術研究発表会、
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図図１１ つつのの解解析析地地点点とと地地層層モモデデルル１１）） 図図２２ 地地下下水水揚揚水水にによよるる地地下下水水位位‐‐地地盤盤変変動動予予測測モモデデルル

図図３３ 予予測測モモデデルルにによよるる観観測測デデーータタのの再再現現性性（（亀亀戸戸第第 観観測測井井のの例例））

 
 

図図４４ 予予測測モモデデルルにによよるる地地盤盤物物性性値値（（透透水水係係数数））のの推推定定結結果果（（亀亀戸戸第第 観観測測井井のの例例））
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